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天神山公民館の朝市
　8月9日に天神山公民館で開かれた朝市。出品
されている農産物は三潴郡大木町で収穫されたも
ので、館内は、鮮度の高い野菜などを買い求める地
域住民でにぎわいました。（11ページに記事掲載）
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　明治42年生まれ、今年の4月に100歳を迎えた田浦さん。現在、若
葉台西にある自宅で息子さんと二人で暮らしています。炊事や洗濯
など、家事はすべて自分でしているそうで、「かぜをひいている暇も
ないんですよ」と、ほほ笑みます。
　園芸や洋裁、絵手紙など幅広い趣味を持ち、とにかく昔から好奇心
が旺盛で何にでも挑戦しているとのこと。そんな田浦さんが今一番
熱心になっているのが三味線です。
　71歳のときに、家族に勧められたのがきっかけ。若い人に混じっ
てのけいこは大変苦労したそうですが、何事も中途半端を嫌がる性分
のため、夜遅くまで一生懸命練習を続ける日々を送ったそうです。そ
して、90歳で準師範、96歳で師範の資格を取得。この年齢での師範
取得は極めて異例で、テレビや新聞でも大きく取り上げられました。
　「三味線を始めてから世界が広がりました。若い人と関わることで
学ぶことが多いし、自分も若くなったような気がするんですよ」と笑
顔で話します。現在も月に3回、藤本流総・大師範である松

まつ お

尾秀
ひでたみか

民樺
先生のもとにけいこに通っており、今は春日市文化祭出演のために
励んでいるそうです。
　「人生いろいろなことがあったけれど、今が一番楽しい」と、目を輝
かせ、生き生きとした表情で語る田浦さん。これからもお元気でお過
ごしください。

　
　

祝　

辞

「
敬
老
の
日
」に
あ
た
り
、皆
さ
ま
の
ご
長
寿
を
祝
福
し
、お
祝
い
の
こ

と
ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
長
年
の
社
会
貢
献
に
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
が
毎

日
を
明
る
く
い
き
い
き
と
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、今
年
も
９
月

15
日
か
ら「
老
人
週
間
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
我
が
国
で
は
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
本
市
に
お
い
て
も
、

高
齢
化
率
が
15
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、本
市
で
は
、平
成
21
年
３
月
に「
春
日
市
高
齢
者
福

祉
計
画
２
０
０
９
・
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し
、皆
さ
ま

が
、い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
お
よ
び
高
齢
者
・

要
援
護
者
台
帳
の
整
備
の
充
実
を
図
り
、自
治
会
な
ど
関
係
者
と
の
連

携
の
も
と
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
今
年
も
こ
の
良
き
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、心
か
ら
お

祝
い
す
る
と
と
も
に
、今
後
一
層
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

平
成
21
年
９
月
吉
日

春
日
市
長　

井　

上　

澄　

和

祝100歳インタビュー

「今が一番楽しい」
三味線師範を96歳で取得

田
た う ら

浦ミサオさん（若葉台西）

９
月
15
日
〜
21
日
は
老
人
週
間
で
す
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
社
会
貢
献
に
感

謝
し
、市
か
ら
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象・贈
呈
額

▽
80
〜
99
歳（
明
治
43
年
４
月
１
日
〜
昭
和
５

年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
人

　

５
，０
０
０
円

　

※　

各
自
治
会
を
通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
１
０
０
歳
以
上（
明
治
43
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）の
人

　

２
万
円

　

※　

市
か
ら
直
接
お
渡
し
し
ま
す
。

贈
呈
時
期　
　

９
月
中
旬
〜

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支
援
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

地区名 クラブ名 会長（敬称略） 電話番号

若葉台西 西
にしわかば

若葉会 高
たかき

木精
せいいちろう

一郎 （591）0779

若葉台東 東
ひがしわかば

若葉会 瀨
せ と

猷
のりたか

央 （571）3845

光町 光
こうえい

永会 中
なかしま

島　力
ちから

（575）1005

宝町 宝
ほうじゅ

寿会 古
ふるや

屋昭
あき お

男 （581）9588

千歳町 千
せんじゅ

寿会 松
まつもと

本正
まさひこ

彦 （573）6191

大和町 大
やまと

和会 石
いしい

井義
よしひろ

宏 （592）1103

下白水南 あすなろ会 田
たがみ

上和
かずのり

憲 （574）3574

下白水北 松
まつば

葉会 妻
つまとり

鳥榮
えいいち

一 （571）2902

上白水 白
はくすい

水会 金
かなどう

堂辰
たつあき

昭 （591）8358

泉 いずみ会 西
にしむら

村武
たけひこ

彦 （585）9002

白水池 福
ふくじゅ

寿会 津
つ る さ き

留﨑啓
けいし

史 （582）2558

松ヶ丘 松
ま つ の み

の実会 梅
うめはら

原　宰
おさむ

（596）7890

天神山 天
てんじん

神会 木
きのした

下　明
あきら

（501）4458

昇町 白
はくじゅ

寿会 吉
よしの

野喜
きはちろう

八郎 （571）5257

紅葉ヶ丘 紅
こうよう

葉会 遠
とおめつか

目塚榮
えいぞう

三 （581）9634

ちくし台 睦
みつみ

会 西
にしじま

島弘
ひろ お

男 （582）3762

惣利 ことぶき会 吉
よしい

井賢
けん じ

治 （595）0107

春日 若
わかみず

水会 諸
もろおか

岡泰
たいぞう

三 （581）5281

平田台 緑
りょくすい

翆会 福
ふくとみ

冨克
かついちろう

一郎 （595）3653

小倉東 春
しゅんこう

光会 森
もりもと

本晴
せいいち

一 （501）7467

大谷 南
なんじゅ

寿会 宮
みやざき

崎安
やすはる

治 （572）8053

須玖北 福
ふくじゅ

寿会 小
お だ

田光
みつ と

登 （591）0696

須玖南 南
みなみふくじゅ

福寿会 高
たかの

野光
みつ お

雄 （591）1134

弥生 弥
やよい

生クラブ 山
やまだ

田隆
たかよし

義 （591）1676

岡本 仙
せんじゅ

寿会 出
いでら

良昭
あき お

男 （572）0740

日の出町 高
たかさご

砂会 重
しげまつ

松保
やすたか

孝 （501）4074

桜ヶ丘 松
しょうじゅ

寿会 百
もも た

田幸
こうのすけ

之助 （501）3564

小倉 長
ちょうじゅ

寿会 西
にしむら

村大
だいじろう

二郎 （582）1000

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、老
人
福
祉
法
に
お
い
て
、高

齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
対
策
の
推
進
組

織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
、日

本
全
国
に
、お
よ
そ
12
万
２
，０
０
０
の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、７
６
２
万
人
も
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
28
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、老
人

ク
ラ
ブ
の
三
大
目
標
で
あ
る「
健
康
」・「
友
愛
」・

「
奉
仕
」の
精
神
に
基
づ
い
て
、「
健
康
づ
く
り
や

介
護
予
防
の
た
め
の
活
動
」や「
趣
味
や
文
化
講

座
」、「
バ
ス
ハ
イ
ク
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行

事
」な
ど
、仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
参
加
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、安
全
で
住
み
良
い
地
域
と
な
る
よ
う
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」に
も
取
り
組
み
、元
気

な
人
も
体
力
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
た
人

も
、み
ん
な
で
支
え
合
い
な
が
ら
、一
人
一
人
が

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

あ
な
た
も
老
人
ク
ラ
ブ
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
、多
く
の
人
と
の
交
流
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
介
護
予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

　
※　

入
会
を
希
望
す
る
人
は
、地
区
老
人
ク
ラ

ブ
一
覧
表
の
各
地
区
の
会
長
ま
た
は
地
区
公

民
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

役　名 地区名 クラブ名 氏名（敬称略） 電話番号

会長 昇町 白
はくじゅ

寿会 副
そえじま

島昭
しょういち

一 （572）4665

副会長 光町 光
こうえい

永会 林
はやし

　清
きよ み

美 （591）8048

副会長 天神山 天
てんじん

神会 長
ながお

尾侑
ゆき よ

代 （501）2258

事務局長 松ヶ丘 松
ま つ の み

の実会 梅
うめはら

原　宰
おさむ

（596）7890

会計 小倉東 春
しゅんこう

光会 菅
かん の

野久
ひさ お

雄 （582）1473

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

■春日市老人クラブ連合会役員一覧表　  平成21年9月1日現在

■地区老人クラブ一覧表　　　　  平成21年9月1日現在

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す



K A S U G A         C I T Y4

市
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る

か
す
が
市
民
懇
話
会

　
か
す
が
市
民
懇
話
会
は
市
民
公
募
に
よ
る
会
員
と
市
内
の
公
共
的
団
体
な
ど

が
推
薦
す
る
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
の
声
や
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
意
見
を
、市
政
に
生
か
す
た
め
の

「
市
民
の
市
政
参
画
の
場
」と
し
て
、平
成
16
年
度
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
市
は
、こ
の
懇
話
会
で
の
意
見
を
参
考
に
し
、市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

市
政
運
営
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成21年7月29日、「かすが市民懇話会」の
つかもと
本幸

ゆきひろ
弘前会長と山

やま だ
田惠

え み
美、三

みむ ろ
室日

にちろう
朗、中

なか

村
むら
文
あや か
香前副会長から井上市長に、同会の懇話内容をまとめた「かすが市民懇話会平成

20年度（第４期、第５期）会員活動報告書」が提出されました。

第
１
回
テ
ー
マ

「
福
祉
支
援
に
つ
い
て
」

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、早
く
か
ら

決
ま
っ
て
い
た
の
に
、自
ら
知
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
。

▽
障
害
者
の
社
会
参
加
や
働
く
場
が
少
な
い
。

▽
子
ど
も
会
を
地
区
制
か
ら
校
区
制
に
し

て
は
ど
う
か
。

第
２
回
テ
ー
マ

「
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
」

▽
筑
紫
野
警
察
署
管
内
の
犯
罪
発
生
件
数

は
全
国
で
も
１
、２
番
目
に
多
く
、何
と

か
で
き
な
い
の
か
。

▽
環
境
問
題
は
、個
人
個
人
の
意
識
付
け

が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数
券
を
発
行

し
て
は
ど
う
か
。

第
３
回
テ
ー
マ

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

▽
学
校
よ
り
も
、ま
ず
は
親
が
き
ち
ん
と

基
礎
的
な
し
つ
け
を
身
に
付
け
さ
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

▽
自
治
会
の
加
入
者
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て

お
り
、充
実
さ
せ
た
い
。

第
４
回
テ
ー
マ

「
春
日
市
の
未
来
像
に
つ
い
て
」

▽
貴
重
な
遺
跡
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

第
５
回
テ
ー
マ

「
春
日
市
の
良
い
と
こ
ろ・不
十
分
な
と
こ
ろ
」

▽
道
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
。

▽
工
場
が
少
な
く
、自
然
が
多
く
、住
環
境

が
良
い
。

平成20年度会員が活動報告書を提出

　
平
成
20
年
度
の
活
動
で
は
、「
も
っ
と
住
み
や
す
く
個
性
と
活
力
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
」を
年
間
テ
ー
マ
に
、各
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
話
や

グ
ル
ー
プ
懇
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
懇
話
で
出
さ
れ
た
意
見
や
問
題
提
起
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

活
動
報
告
書
か
ら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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氏名 備考

相
あいかわ
川一

かず み
美 団体推薦会員（春日市身体障害者福祉協会）

池
いけだ
田正
まさひろ
廣 団体推薦会員（春日市体育協会）

井
い で
手秀

ひで こ
子 団体推薦会員（春日市文化協会）

伊
いとう
藤信
しんすけ
輔 市民公募会員【副会長】

井
いのぐち
口謙

けん じ
氏 団体推薦会員（春日市小中学校PTA連絡協議会）

上
うえの
野直

す ま こ
麻子 市民公募会員【副会長】

上
うえの
野元
もときみ
公 市民公募会員

梅
うめざき
𥔎孝
たかひこ
彦 市民公募会員

大
おおいし
石昭

あき こ
子 市民公募会員

大
おおさか
坂　康

やす
市民公募会員

小
お だ
田晴

はる み
美 団体推薦会員（JA筑紫（女性部））

柿
かきもと
本人

ひと し
司 市民公募会員

城
き ど
戸秀

ひで み
海 市民公募会員

黒
くろかわ
川裕

ひろ こ
子 市民公募会員

後
ごとう
藤英
ひでゆき
之 団体推薦会員（春日市社会福祉協議会）

児
こはま
濱　太

ふとし
市民公募会員

齋
さいとう
藤泰
やすひで
英 市民公募会員

田
たぐち
口誠
せいいち
市 団体推薦会員（春日市子ども会育成会連絡協議会）

つかもと
本幸

ゆきひろ
弘 市民公募会員

中
なかむら
村文

あや か
香 市民公募会員

西
にしむら
村瑞

みず え
枝 市民公募会員

畑
はたせ
瀬晴
きよはる
治 市民公募会員【副会長】

日
ひ だ
田美

み ち こ
智子

団体推薦会員（春日まちづくり支援センターぶど
うの庭）

日
ひだか
高篤

あつ し
志 市民公募会員

福
ふくとみ
冨克
かついちろう
一郎 団体推薦会員（春日市老人クラブ連合会）

藤
ふじせ
瀬淳
じゅんや
也 団体推薦会員（春日市商工会）

前
まえぞの
園敦

あつ こ
子 市民公募会員

三
みむろ
室日
にちろう
朗 市民公募会員【会長】

渡
わたなべ
辺昌

まさ よ
代 市民公募会員

市長からお礼
　会員の皆さまには、「春日市」をもっと良くする
ため、熱心に懇話をしていただきました。この報告
書に込められた熱い思いは、市民の皆さまと行政
が一緒に考える「協働」のまちづくりの一つとし
て、行政運営に生かしてまいります。
　また、平成20年度は、新しい取り組みとして、市
職員による行政の講話やチューター制（各班に補
佐役として職員を配置）の導入をしていただきま
した。このことは、会員の皆さまの知識となるだ
けでなく、参加した市職員が、説明する事業内容、
趣旨、現状や課題をあらためて再認識する機会と

もなっており、大変勉強に
なっていると思います。
　会員の皆さまには、ご多
忙の中、毎回熱心に参加さ
れ、市政発展のため、貴重
なご意見やご提言を賜り、
ありがとうございました。

平成20年度かすが市民懇話会について
かすが市民懇話会第４期会長

本幸弘さん

　本年度は「もっと住みやすく個性と活力のあふ
れるまちにするために」をテーマとして懇話しま
した。これからは、地域自らが知恵とエネルギーで
自らを高めていく時代だと思います。そこで「個
性」と「活力」に特に思いを込めました。
　懇話会では、市の多くのスタッフの方々のご協
力をいただき、「勉強しつつ懇話しよう。懇話しつ
つ勉強しよう」を合言葉として、熱気あふれる実り
ある懇話ができたと思います。
　懇話の内容については、「問題提起などをまとめ

た報告書」を井上市長にお
渡ししていますので、市民
の皆さまもぜひご一読い
ただければと思います。
　ありがとうございまし
た。

　

懇
話
会
に
は
、毎
回
井
上
市

長
が
参
加
し
、直
接
懇
話
の
中

で
意
見
を
聴
い
た
り
、意
見
に

つ
い
て
所
感
を
述
べ
た
り
し
ま

し
た
。

　
な
お
、今
回
提
出
さ
れ
た「
か

す
が
市
民
懇
話
会
平
成
20
年
度

会
員
活
動
報
告
書
」は
、情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）や

春
日
市
民
図
書
館
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
行
政
管
理
課

行
政
管
理
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
５

平成21年度会員が決定
　今年度は、平成20年度（第５期）の会員19人に、平成21
年度新規の第６期会員（市民公募10人）を加えた、計29
人で７月からスタートしました。会員の任期は２年間で、
これからの活動が期待されます。
■平成21年度かすが市民懇話会会員　（五十音順・敬称略）
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問い合わせ先　環境課生活環境担当

（584）1111　 （584）1147

室
内
で
飼
う
・・・・・・・・・・・・

　

猫
は
環
境
を
整
え
、不
妊
・
去
勢
手
術
を
す

る
こ
と
で
、ス
ト
レ
ス
な
く
室
内
で
暮
ら
せ

る
動
物
で
す
。室
内
で
飼
う
こ
と
で
、事
故
や

感
染
症
か
ら
守
り
、周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、迷
子
を
防
止
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

迷
子
札
を
付
け
る
・・・・・・・・

　

自
分
の
飼
い
猫
に
責
任
を
持
つ
た
め
に

も
、迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
、飼
い

主
が
分
か
る
標
識
を
付
け
ま
し
ょ
う
。衰
弱

や
事
故
な
ど
で
動
け
な
く
な
っ
た
猫
は
保
護

収
容
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
猫
の
ほ

と
ん
ど
は
飼
い
主
が
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
後
ま
で
面
倒
を
み
る
・・・・

　

猫
の
寿
命
は
15
〜
20
年
ぐ
ら
い
で
す
。途

中
で
放
棄
せ
ず
、最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

捨
て
な
い
・
い
じ
め
な
い
・・・

　

猫
を
捨
て
た
り
い
じ
め
た
り
す
る
こ
と
は

犯
罪
で
す（
50
万
円
以
下
の
罰
金
）。

　

や
む
を
得
ず
飼
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
は
、新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
る
よ

う
最
大
限
の
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
・・・

　

猫
は
年
に
２
、３
回
出
産
し
、す
ぐ
に
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。責
任
が
持
て
な
け
れ
ば
、不

幸
な
子
猫
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
も
必
ず
不

妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

　「地域ねこ」活動とは、特定の飼い主がいない猫を適正に管理
するために、行政と協力し合って地域住民と問題解決に取り組
むボランティア活動です。飼い主のいない猫の不妊・去勢手術を
進めたり、正しくエサを与え、食べ残しやフン尿の清掃などを
行ったりすることで、人と猫との調和の取れたまちづくりを目
指します。
　春日市でも、ボランティアグループ「ねこ友の会」が活動して
おり、市も環境保全活動として支援しています。

　

市
役
所
に
は
、「
フ
ン
尿
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
」「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」

「
ゴ
ミ
を
荒
ら
す
」な
ど
、猫
に
関
す
る
多
く
の
苦
情
、相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
内
で
は
毎
年
１
万
頭
以
上
の
不
幸
な
猫
が
引
き
取
ら
れ
、殺
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。市
で
も
、昨
年
度
は
１
７
１
頭
、今
年
度
は
、４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
間
に
、

す
で
に
89
頭
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
〜
26
日
は
、動
物
の
愛
護
や
適
切
な
飼
い
方
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た「
動
物
愛
護
週
間
」。今
回
は
、猫
と
人
間
が
一
緒

に
暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任
な
エ

サ
や
り
も
大
き
な
問
題
で
す
。む
や
み
に

エ
サ
を
与
え
る
こ
と
で
猫
が
集
ま
っ
て
き

て
、フ
ン
や
尿
、鳴
き
声
、ノ
ミ
の
発
生
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
周
囲
に
及
ぼ
し
ま

す
。

　
ま
た
、た
く
さ
ん
の
子
猫
が
生
ま
れ
、結

果
的
に
飼
い
主
の
い
な
い
不
幸
な
猫
を
増

や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
エ
サ
を

与
え
て
い
る
人
へ

人と猫との調和を目指す「地域ねこ」活動

▼
手
術
を
し
た
ら
ど
う
な
る
の
？

オ
ス
猫
も
メ
ス
猫
も
繁
殖
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
開
放
さ
れ
、穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
♂
オ
ス
猫

外
に
出
た
い
と
い
う
衝
動
が
少
な
く
な

り
、ほ
か
の
オ
ス
猫
と
け
ん
か
を
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、尿
を
ひ
っ
か
け
る
こ
と（
マ
ー
キ

ン
グ
、ス
プ
レ
ー
行
為
）も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
、臭
い
も
軽
減
し
ま
す
。

　
♀
メ
ス
猫

発
情
が
な
く
な
り
、オ
ス
猫
を
呼
ぶ
特

有
の
鳴
き
声
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、妊
娠・
出
産
の
負
担
が
な
く
な

り
、生
殖
器
の
病
気
や
交
尾
で
う
つ
る
猫

白
血
病
な
ど
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

９
月
20
日
〜
26
日
は
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

動
物
愛
護
週
間
で
す
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市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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教科 図書名 出版社
国語 国語 光村図書

書写 中学書写 光村図書

社会地理 社会科 中学生の地理 世界の中の日本 初訂版 帝国書院

社会歴史 新編 新しい社会 歴史 東京書籍

社会公民 新編 新しい社会 公民 東京書籍

社会地図 新編 中学校社会科地図 初訂版 帝国書院

数学 中学数学 日本文教出版

理科１分野 新版 中学校理科 １分野 上、
新版 中学校理科 １分野 下 大日本図書

理科２分野 新版 中学校理科 ２分野 上、
新版 中学校理科 ２分野 下 大日本図書

音楽一般 中学校音楽 音楽のおくりもの上、
中学校音楽 音楽のおくりもの下 教育出版

音楽器楽 中学器楽 音楽のおくりもの 教育出版

美術 美術 上、美術 下 開隆堂出版

保健体育 新・中学保健体育 学研

技術 技術・家庭（技術分野） 開隆堂出版

家庭 技術・家庭（家庭分野） 開隆堂出版

英語 ＮＥＷ  ＣＲＯＷＮ ＥＮＧＬＩＳＨ ＳＥＲＩＥＳ 
Ｎｅｗ Ｅｄｉｔｉｏｎ 三省堂

現
在
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用

図
書（
教
科
書
）を
、平
成
22
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
２
年
間
、引
き
続
き

使
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、第
１
地
区（
筑
紫
地
区
）教
科
用

図
書
採
択
協
議
会
で
の
検
討
結
果
を
受
け
、

７
月
28
日
の
春
日
市
教
育
委
員
会
で
決
定
し

た
も
の
で
す
。

　

な
お
、教
科
ご
と
の
使
用
教
科
書
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成22年度使用の中学校教科用図書

採択結果をお知らせします

学校教育課　 （584）1111 （584）1153

自
宅
で
不
要
と
な
っ
た
本

が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
図
書

館
に
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。寄
贈

さ
れ
た
本
は
、資
料
選
定
基
準

や
蔵
書
構
成
に
沿
っ
て
選
定

し
、図
書
館
資
料
と
し
て
受
け

入
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
本

▽
一
般
書（
小
説
、新
書
、文
庫

本
、出
版
後
お
お
む
ね
３
年

以
内
の
実
用
書
）

▽
児
童
書（
絵
本
、読
み
物
）

※　

傷
み
・
汚
れ
が
激
し
い
本

や
雑
誌
、コ
ミ
ッ
ク
、百
科
事

典
、ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
は

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後

６
時（
休
館
日
を
除
く
）

寄
贈
方
法　
直
接
図
書
館
に
持

ち
込
む

※　

冊
数
に
か
か
わ
ら
ず
、持

ち
込
み
に
限
り
ま
す
。

な
お
、受
け
入
れ
が
で
き

な
か
っ
た
本
は「
リ
サ
イ
ク

ル
本
」と
し
て
施
設
や
市
民

に
配
布
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

寄
贈
先　

市
民
図
書
館（
大
谷

６
ー
24
）

本の寄贈のお願い
不要になった本を譲ってください

社会教育課 図書館担当　 （584）4646 （584）3900

■平成22年度・23年度使用教科書



K A S U G A         C I T Y8

よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、市
長
が
各
地
区
公
民
館
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程・会
場

▽
10
月
19
日
㈪　

平
田
台
公
民
館

▽
10
月
20
日
㈫　

サ
ン
・
ビ
オ
公
民
館

▽
10
月
22
日
㈭　

須
玖
北
公
民
館

▽
10
月
26
日
㈪　

桜
ヶ
丘
公
民
館

▽
10
月
28
日
㈬　

日
の
出
町
公
民
館

▽
10
月
29
日
㈭　

岡
本
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
サ
ン
・
ビ
オ
地

区
の
み
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
）

※　

日
程
・
会
場
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、随
時
、市
報
で
変
更
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

出前トーク「市長と語る」
10月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145

対象　満3歳〜5歳児
※　満3歳児の受け入れの可否は、各園に問い合わせて
ください。

受付開始日　11月2日㈪
※　願書は、10月1日㈭以降、各園で配布します。

幼稚園説明会
各園の保育内容や料金についての説明会を行いま

す（約1時間）。下表で日程を確認し、直接参加してくだ
さい。
私立幼稚園就園奨励費
市は、私立幼稚園の在園児の保育料などについて、

保護者の所得状況や通園する園児の数に応じて、段階
別に「私立幼稚園就園奨励費」を補助しています。
詳しくは、各園または市こども未来課に問い合わせ

てください。
　問い合わせ先　こども未来課

（584）1111　 （584）1115
延長保育
通常の保育時間外に子どもを預かります。詳しく

は、各園に問い合わせてください。

園名 所在地 電話番号 幼稚園説明会 延長保育

須玖幼稚園 須玖北8-56 （582）9830 10月1日㈭
午後3時30分〜 〜午後7時

認定こども園
恵星幼稚園 春日原北町4-23 （501）7635 10月15日㈭

午後1時30分〜
午前7時15分〜、

〜午後7時

春日幼稚園 春日3-42 （501）3425 10月14日㈬
午前10時30分〜 〜午後6時

宝幼稚園 宝町4-14-1 （591）2414 10月5日㈪・24日㈯
午前10時〜 〜午後5時

泉ヶ丘幼稚園 泉2-2 （574）4154 10月17日㈯
午前10時〜 〜午後6時

春日小鳩幼稚園 岡本1-86 （581）5905 10月17日㈯
午前10時〜

〜午後4時
　（応相談）

森の木幼稚園 昇町2-85 （592）3977 10月20日㈫
午前10時30分〜 〜午後7時

くすの木幼稚園 若葉台西6-103 （571）0254 10月21日㈬
午前10時30分〜 〜午後7時

もみの木幼稚園 上白水5-34 （582）4292 10月14日㈬
午前10時30分〜 〜午後7時

■市内幼稚園一覧

市内私立幼稚園の平成22年度新入園児を募集します
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春
日
市
文
化
祭
の
芸
能
発
表
会
で
、

司
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

▽
司
会
者
を
目
指
す
人
、ま
た
は
司
会
を

や
っ
て
み
た
い
人

▽
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル（
11
月
７
日

㈯
）に
参
加
で
き
る
人

日
時　
11
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※　

事
前
に
数
回
、打
ち
合
わ
せ
を
行
い

ま
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

募
集
人
数　
若
干
名

※　

小
額
の
謝
礼
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
方
法　

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

応
募
先　
文
化
振
興
課
事
業
担
当

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
司会者を募集します

春日市文化祭芸能発表会

文化振興課 事業担当　 （584）3366 （501）1669

一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
医
療

の
自
己
負
担
額
が
、10

月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
医

療
証
に
、変
更
後
の
自
己
負
担

額
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

寡
婦
医
療
制
度
に
つ
い
て

は
、平
成
20
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、同
日
以
前
に
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
人
は
、平

成
22
年
９
月
30
日
ま
で
の
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

寡婦医療自己負担額
10月１日から変わります

国保年金課 医療担当　 （584）1111 （584）1141　県内では、7月に入り、自治体や税務
署、社会保険事務所などの職員に成り
済まし、税金の還付金や年金の払戻金、
医療費の控除などの名目で、電話での
指 示 に よ りATM（現金自動預け払い
機）を操作させ、口座間送金で現金をだ
まし取る「返します詐欺（還付金等詐
欺）」が多発しています。
　被害に遭わないよう十分気をつけて
ください。
被害に遭わないためのポイント
▷公的機関が還付金の支払いのために
ATMの操作を指示することはあり
ません。

▷公的機関が還付金の支払いのために
手数料の振り込みを求めることは
ありません。

▷ATMには自分の操作により現金を
受け取る機能はありません。

問い合わせ先　筑紫野警察署
　　 （929）0110（ 兼用）

子
ど
も
の
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
ア
ン
ビ
シ
ャ

ス
広
場
活
動
の
様
子
を
見
学
し
、子
ど
も
を

見
る
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
アンビシャス広場活動見学会

「子どもの居場所」を訪ねてみませんか

社会教育課 社会教育担当　 （575）4121 （593）7380

広場名 日時 場所 内容

春日西アンビシャス広場
9月28日㈪
午後5時〜6時

春日西小学校フレンドホール
（下白水南4ｰ134） 縄跳びダブルダッチなど

すぐっ子アンビシャス広場 10月3日㈯
午前10時〜正午

須玖小学校体育館
（須玖南2ｰ71） ビーチボールバレー

日の出アンビシャス広場 10月5日㈪
午後4時〜5時

日の出小学校図工室、体育館
（日の出町3ｰ1ｰ10） 押し花、バレーボール

春日野アンビシャス広場 10月10日㈯
午前10時〜正午

春日公園地区公民館実習室
（春日公園１ｰ47ｰ48） 子どもパン教室

天神山小学校校区コミュニ
ティアンビシャス広場

10月16日㈮
午後４時〜５時

松ヶ丘地区公民館
（松ヶ丘５ｰ35） 卓球

東っ子アンビシャス広場 10月21日㈬
午後４時〜５時

春日東小学校パソコン室
（若葉台東１ｰ51） パソコンの基本操作など

■アンビシャス広場活動見学会一覧

「返します詐欺」にご注意！
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住
民
登
録
は
、各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、居
住
す
る
市
区
町
村
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

確
実
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、速
や
か

に
住
民
登
録
の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

住民登録は正しく行われていますか
行政サービスを受けるための基礎

市民課 受付戸籍担当　 （584）1111 （584）1141

　配偶者などからの暴力（DV（ドメスティック・バイオレンス））の被害を受けて
いる人は、支援措置として、配偶者などによる住民基本台帳の閲覧や住民票の写
しの交付の請求などに対して、制限を設けることができます。
　制限を希望する場合は、まず、警察署などに相談し、居住する市区町村に支援
措置の実施を申し出てください。
　なお、支援措置は転出先を配偶者などに知られないようにするためのもので、
その決定のためには条件などがあります。詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　人権男女共同参画課、こども未来課
　　 （584）1111　 （584）1115

仕
事
な
ど
の
た
め
に
、夜
間（
開
始

時
間
が
原
則
と
し
て
午
後
５
時

以
降
）に
人
工
透
析
に
よ
る
治
療
を
受

け
て
い
る
人
に
対
し
て
、交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る

○
今
年
の
４
月
〜
９
月
に
、月
５
回
以

上
、夜
間
の
人
工
透
析
を
受
け
た
月

が
あ
る（
助
成
対
象
は
月
５
回
以
上

透
析
を
受
け
た
月
の
み
）　

○
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
通
院
距

離
ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の
い
ず
れ

か
の
条
件
に
該
当
す
る

▽
自
家
用
車
使
用
の
場
合　

片
道
10
㎞
以
上

▽
公
共
交
通
機
関
・
タ
ク
シ
ー
使
用

の
場
合　

月
額
２
，０
０
０
円
以
上
の
負
担

（
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
は
領
収

書
が
必
要
）

助
成
額　
月
額
２
，０
０
０
円

申
請
期
間　
９
月
16
日
㈬
〜
30
日
㈬　

※　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

福
祉
支
援
課
障
害
担
当（
市

役
所
１
階
）

じん臓疾患患者福祉給付金
助成しています

福祉支援課 障害担当　 （584）1111 （584）3090

　福岡県警察は10月1日、福岡市中央区渡辺通に「渡辺通
優良運転者免許更新センター（ゴールド免許センター）」
を開設します。
　これに伴い、警察本部内の国外運転免許証発給の取り
扱いを9月末日で終了します。
ゴールド免許センターの概要
取り扱い業務
▷運転免許証の更新（優良講習対象者と高齢者講習等受
講済者のみ）

▷国外運転免許証の発給
▷運転免許証の記載事項変更

休業日　火・土・日曜日、祝日、12月29日〜1月3日
※　第2、第3日曜日は、免許証の更新のみ受け付けます。
所在地　福岡市中央区渡辺通1ｰ1ｰ1サンセルコビル内
※　駐車場はありません。来場の際は、公共交通機関を利
用してください。

問い合わせ先　
▷福岡県警察本部運転免許試験課福岡試験場
　 （565）5010
▷福岡県警察ホームページ
　 http://www.police.pref.fukuoka.jp/

ゴールド免許センターの開設・国外運転免許証発給窓口の変更

ＤＶ被害者は、住民基本台帳の
閲覧などを制限できます
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、全
員（
扶
養
家

族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
人
、収
入

の
種
類
が
遺
族
年
金
お
よ
び
障
害
年
金
以
外
の

年
金
の
人
を
除
く
）、所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、前
年
中
の
所
得
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

未
申
告
の
場
合
は
、低
所
得
世
帯
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。ま
た
、入
院
時
に
必
要
と
な
る
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

速
や
か
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、未
申
告
の
世
帯
に
は
納
税
通
知
書
で

申
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

所得の申告はお忘れなく
国民健康保険加入者の皆さんへ

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141
　今年1月に、市内の未就学児の保護者2,500人、
小学生の保護者2,500人を対象に（無作為抽出）、
「次世代育成支援に関するニーズ調査」を実施しま
した。
　この調査に対し、50％を超える保護者の皆さん
から回答を頂き、子育てに関する実態や意識、要望
などを把握することができました。調査結果は次
世代育成支援対策後期行動計画の策定に生かして
いきます。ご協力ありがとうございました。
※　この報告書は情報公開コーナー（市役所２階）
で見ることができます。
問い合わせ先　子育て支援課子育て支援担当　
　　 （584）1010　 （584）7739

ご協力ありがとうございました
次世代育成支援に関するニーズ調査

定
額
給
付
金
の
給
付
を
希
望
し
、ま

だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、至
急

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
期
間
は
残
り
わ
ず
か
で
す
。

申
請
が
な
い
場
合
は
辞
退
し
た
と
み
な
さ

れ
、給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在

で
、春
日
市
に
住
民
登
録
や
外
国

人
登
録
を
し
て
い
た
市
民

※　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
で
、国
内

に
在
住
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ず
れ
の
市
町
村
か
ら
も
定
額
給
付
金

の
通
知
が
な
い
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、外
国
人
登
録
に
該
当
す
る
人

に
つ
い
て
は
、ほ
か
に
要
件
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
方
法　

定
額
給
付
金
申
請
書（
請
求

書
）に
、次
の
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
す
る

必
要
書
類

▽
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー（
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

▽
通
帳（
も
し
く
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

の
コ
ピ
ー

※　

提
出
の
際
は
、必
要
書
類
の
添
付
忘

れ
や
記
入
漏
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
、

十
分
確
認
し
て
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限　
９
月
30
日
㈬（
消
印
有
効
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
定額給付金の申請

間もなく受け付けを終了します

行政管理課 定額給付金事業担当（企画担当）　 （584）1111 （584）1145

　天神山地区公民館では、毎月1回、三潴郡大木町で収穫された農産物を地域住民に
販売する朝市を開いています。
　大木町は市が昨年度まで3年間取り組んだ「OKプロジェクト」のパートナーで、天
神山地区は同プロジェクトのモデル地区。3年の間に築いた交流を今後も続けよう
と、「大木町安全・安心な野菜を作る女性グループ」の主催で、この朝市が開かれるよ
うになりました。
　朝市では野菜や米、漬け物、菜種油などが並び、地域住民の関心を引いています。
8月の開催時には市長も訪れ、大木町の生産者の皆さんが積極的に農産物を勧める
姿も見られました。
　今後は漬け物講習会や料理講習会、食育についての学習会も行っていくそうです。
朝市開催日時　毎月第2日曜日、午前10時〜正午
※　9月は第1日曜日にすでに行いました。
問い合わせ先　天神山地区公民館　　 （572）7323（ 兼用）

民間の地域間交流事業
大木町農産物朝市イン春日市

〜まちの話題や人の紹介〜
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福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　

農
業
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
催
し
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
・
内
容

○
10
月
23
日
㈮

　

▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

秋
野
菜
、う
ね
つ
く
り
講
座

　
　

50
人（
申
込
先
着
順
）

　

▽
午
後
１
時
〜
２
時

　
　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　
　

30
人（
申
込
先
着
順
）

　

▽
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
　

果
樹
の
つ
く
り
方
基
本
講
座

　
　

50
人（
申
込
先
着
順
）

○
10
月
24
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
新
品
種
・
新
技
術
の
展
示
、試
験
研

究
の
体
験
▽
い
も
ほ
り（
小
学
生
以

下
、参
加
人
数
限
定
）▽
ス
タ
ン
プ
ラ

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

リ
ー
▽
農
業
○
×
ク
イ
ズ
▽
昆
虫

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
▽
新
品
種「
元

気
つ
く
し
」お
に
ぎ
り
試
食
▽
そ
の

ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物

場
所　

同
試
験
場（
筑
紫
野
市
大
字

吉よ
し
き木
５
８
７
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い

（
９
月
下
旬
以
降
に
掲
載
）。

問
い
合
わ
せ
先　

同
試
験
場
総
務
課

（
９
２
４
）２
９
３
６

（
９
２
４
）２
９
８
１

http://farc.pref.fukuoka.jp/
春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
実
施
種
目
と

し
て
行
う
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
・
ソ
フ

ト
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
11
日
㈰（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
開
始（
受
け
付
け
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
28
）

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
、勤
務
し
て
い

る
人
、ま
た
は
市
テ
ニ
ス
協

会
会
員

区
分（
い
ず
れ
も
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
男
子　

50
歳
代
の
部
、60
歳
代
の

部
、70
歳
代
の
部

▽
女
子　

初
心
者
ク
ラ
ス
の
部
、B

級
ク
ラ
ス
の
部

※　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

10
月
１
日
㈭
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、年
齢
、所
属
ク
ラ
ブ
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

石い
し
い井

　

（
５
０
１
）１
９
５
７（

兼
用
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
、勤
務
し
て
い

る
人
、ま
た
は
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
に
所
属
す
る
高

校
生
以
上
の
人

※　

３
ペ
ア
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
す（
ペ
ア
は

当
日
抽
選
で
決
定
）。

申
込
方
法　

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、所
属
ク
ラ

ブ
を
伝
え
る

※　

初
心
者
対
象
の
教
室
も
行
い
ま

す
。テ
ニ
ス
が
で
き
る
服
装
で
、午

前
９
時
ま
で
に
受
け
付
け
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、ラ
ケ
ッ
ト
は
準
備
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

長な
が
の野

（
５
７
１
）５
６
１
５（

兼
用
）

９
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
予
防
週
間

長
引
く
せ
き
は
赤
信
号

　

結
核
は「
過
去
の
病
気
」で
は
あ
り
ま

せ
ん
。予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

予
防
と
早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

▽
赤
ち
ゃ
ん
に
は
生
後
６
カ
月
ま
で
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

▽
住
民
健
診
や
職
場
健
診
を
活
用
し
、

年
に
１
度
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▽
か
ぜ
に
似
た
症
状（
２
週
間
以
上
続

く
咳
や
痰
、微
熱
、体
の
だ
る
さ
、胸

痛
、急
激
な
体
重
の
減
少
な
ど
）に
注

意
し
、早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

▽
良
質
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄

養
摂
取
、ス
ト
レ
ス
の
予
防
に
よ
っ

て
、日
ご
ろ
か
ら
体
の
抵
抗
力
を
高

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
感
染
症
係

（
５
１
３
）５
５
８
４

（
５
１
３
）５
５
９
８

い
き
い
き
ル
ー
ム

初
回
説
明
会

　

同
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を
利
用
し

た
運
動
や
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
、

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
施
設
で
す
。会
員
に
な
る
に
は
、初

回
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　

今
ま
で
に
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人

日
時　

毎
週
月
〜
土
曜
日（
祝
日
を
除

く
）、午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま

で
の
う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方
法

な
ど
の
説
明
、集
団
エ
ク
サ
サ

イ
ズ

利
用
料（
登
録
料
含
む
）

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

※　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、自
転

車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、10
月
14
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
し
、

結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
10
月
16
日
㈮
〜
22
日
㈭

の
平
日
、午
前
９
時
〜
午
後
３
時

30
分
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
講
座
・
見
学
会

施
設
を
見
学
し
た
後
、空
き
カ
ン

を
再
利
用
し
た
工
作（
ボ
ッ
ク
ス
フ

ラ
ワ
ー
）を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
７
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

講
師　

本ほ
ん
だ田
ゆ
う
子
さ
ん（
ア
ト
リ

エ
ほ
ん
だ
）　

参
加
費　

５
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

９
月
30
日
㈬
午
後
５
時

ま
で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ（
春

日
公
園
６
ー
２
）

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会
・
講
座

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
粗

大
ご
み
の
う
ち
、再
利
用
で
き
る
よ

う
に
修
理
し
た
自
転
車（
約
30
台
）や

ス
チ
ー
ル
家
具（
約
25
点
）な
ど
を
展

示
し
、譲
渡
ま
た
は
販
売（
自
転
車
の

み
）し
ま
す
。

対
象　

春
日
市
ま
た
は
大
野
城
市
に

居
住
す
る
人

展
示
・
受
付
期
間　

10
月
６
日
㈫
〜

11
日
㈰（
10
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、必

要
事
項
を
記
入
し
た
後
、持

参
し
た
官
製
ハ
ガ
キ（
一
世

帯
１
枚
、表
面
に
申
込
者
の

住
所
と
氏
名
を
記
入
、裏
面

が
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に

提
出
す
る

注
意
事
項

▽
一
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家

具
類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ

る
複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み

は
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
，０
０
０
円
）

で
、防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も

福
岡
県
朗
読（
音
訳
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

現
在
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
中
の
人
を
対
象
に
、多
様
化
す
る
情

報
を
音
に
置
き
換
え
て
視
覚
障
害
者
へ

提
供
す
る
処
理
方
法
な
ど
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時（
計
２
日
）　　

▽
10
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
10
月
16
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時
場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　

録
音
図
書
の
製
作
技
術
と
処
理

方
法
に
つ
い
て

定
員　

80
人（
申
込
先
着
順
）

※　

2
日
間
と
も
出
席
で
き
る
人
に
限

り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
点
字
図
書
館

（
５
８
４
）３
５
９
０

（
５
８
４
）１
１
０
１

平
成
21
年
度

ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
福
岡

　

精
神
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、精
神
障

害
者
の
家
族
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
き
ず
な
を
深
め
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

10
月
３
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時（
受
け
付
け

は
正
午
か
ら
）

場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や（
粕
屋
町

駕か
よ
い
ち
ょ
う

与
丁
１
ー
６
ー
１
）

内
容　

精
神
障
害
者
家
族
会
お
よ
び
施

設
の
活
動
紹
介
、県
内
演
奏
家

「
Ｋ
ー
ス
タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」に
よ
る
ピ
ア
ノ
五
重
奏
な

ど

定
員　

５
６
０
人

※　

団
体
で
の
参
加
や
介
護
が
必
要
な

場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
精
神
障
害

者
福
祉
会
連
合
会

（
４
０
６
）０
６
４
６

（
４
０
６
）０
６
４
７

平
成
21
年
度

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
就
業
機

会
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
面
談
会
を
行

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日　

10
月
５
日
㈪

時
間
・
内
容

▽
正
午
〜
午
後
０
時
45
分（
受
け
付
け

は
０
時
15
分
ま
で
）

　

企
業
受
付
・
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

▽
午
後
０
時
30
分
〜
４
時（
受
け
付
け

は
３
時
ま
で
）

　

求
職
者
受
付
・
面
談

場
所　

福
岡
国
際
会
議
場（
福
岡
市
博

多
区
石せ

き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町
２
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所

（
５
１
３
）８
６
０
９

（
５
７
４
）６
５
５
４

㈳
福
岡
県
看
護
協
会

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

県
と
同
協
会
は
、看
護
職
員
の
就
業

促
進
を
図
る
た
め
、新
し
い
医
療
や
看

護
に
関
す
る
講
習
会（
基
礎
コ
ー
ス
）を

開
催
し
ま
す
。

対
象　

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、准

看
護
師
の
資
格
を
有
し
、現
在

看
護
の
現
場
を
離
れ
て
い
る
人

日
程　

10
月
19
日
㈪
〜
23
日
㈮（
講
義

３
日
、実
習
２
日
）

場
所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市

東
区
馬ま

い
だ
し出
４
ー
10
ー
１
）な
ど

受
講
料　

無
料（
白
衣
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
は
自
己
負
担
）

定
員　

１
０
０
人（
福
岡
地
区
・
筑
後
地

区
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
50
人
・
申
込

先
着
順
）

※　

基
礎
コ
ー
ス
終
了
後
に
計
３
日
実

習
を
行
う
選
択
コ
ー
ス
を
受
講
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会
福
岡

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
６
３
１
）１
２
２
１

（
６
３
１
）１
２
２
３

▲ボックスフラワーの工作例
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シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

講
習
名　

社
会
保
険
入
門
講
習

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈫
〜
29
日
㈭（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博
多

区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー
20
ー
15
）

定
員　

25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

10
月
６
日
㈫
ま
で
に
、市

福
祉
計
画
課（
市
役
所
１
階
）に

あ
る
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
法
で
、施
設
ご
と
に
配
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
食
品
衛
生
責

任
者
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　

講
習
会
終
了
後
に
、修
了
書
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
な

ど

日
時　

10
月
７
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

受
講
料　

８
，０
０
０
円

定
員　

２
８
０
人

※　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
管

内
で
、現
に
営
業
し
て
い
る
人
を
優

先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
食
品
衛

生
協
会

（
５
７
５
）５
０
５
６

（
９
８
２
）８
３
１
９

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

秋
か
ら
冬
の
庭
木
の
管
理
講
習

日
時　

10
月
11
日
㈰

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

筑
紫
野
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー「
カ
ミ
ー
リ
ヤ
」（
筑
紫
野

市
岡お

か
だ田

３
ー
11
ー
１
）

受
講
料　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
15
日
㈫
以
降
に
、電

話
で
申
し
込
む

※　

月
曜
日
は
定
休
日
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

第
二
の
人
生

い
き
が
い
発
見
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
と
企
業
な

ど
の
Ｏ
Ｂ
と
の
出
会
い
を
中
心
に
、企

業
経
験
の
生
か
し
方
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

定
年
退
職
者

※　

定
年
間
近
な
人
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時　

９
月
30
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
５
階
５
１

２
号
室（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た多

駅え
き
ま
え前
２
ー
９
ー
28
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス（「
第

二
の
人
生
い
き
が
い
発
見
セ
ミ

ナ
ー
受
講
希
望
」、氏
名
、電
話

番
号
を
明
記
）で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
商
工
会

議
所
経
営
支
援
部
新
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
事
務
局

（
４
０
１
）５
２
２
０

（
４
４
１
）１
１
５
０

市
民
に
よ
る

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
後
見
人
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、成
年
後
見
制
度
や
高
齢

者
・
障
害
者
の
問
題
に
つ
い
て
、無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
や
成
年
後
見
制
度
の
説

明
会
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
29
日
㈫

▽
無
料
相
談
会　

午
後
１
時
〜
４
時

（
随
時
受
付
）

▽
説
明
会　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
ま
ち
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う

の
庭
」（
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
h
ttp
://w

w
w
2
.c
sf.n

e
.jp
/~

m
achicen/

「
法
の
日
」

無
料
相
談
会

　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
は
、福

岡
県
司
法
書
士
会
合
同
の
無
料
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　

10
月
３
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
６

・
５
０
８
研
修
室
Ｂ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

内
容　

境
界
問
題
、土
地
の
分
筆
、合

筆
、地
積
更
正
、地
目
変
更
、建

物
の
新
築
、増
築
、滅
失
な
ど
の

調
査
・
測
量
・
登
記
手
続
き
、筆

界
特
定
申
請
手
続
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
調
査
士
会
筑
紫
支

部

（
９
２
９
）３
２
３
２

（
９
２
９
）３
２
３
６

厚
生
労
働
省
主
催

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
硫
黄
島
で
の
戦

没
者
の
遺
族
を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

硫
黄
島
に
お
け
る
戦
没
者
の
配

偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、

父
母
、子
、兄
弟
姉
妹

日
程　

平
成
22
年
３
月
上
旬
予
定（
２

日
間
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
多
数
の
場
合

選
考
）

申
込
期
限　

９
月
28
日
㈪

※　

費
用
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０
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情報ひろば

日
本
遺
族
会
主
催

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

戦
没
者
遺
児
に
対
し
て
、フ
ィ
リ

ピ
ン
で
の
慰
霊
追
悼
と
現
地
の
人
た
ち

と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

フ
ィ
リ
ピ
ン（
周
辺
の
公
海
上

を
含
む
）で
の
戦
没
者
の
遺
児

日
程　

11
月
18
日
㈬
〜
25
日
㈬（
８
日

間
）

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

別
途
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

な
ど
が
必
要
で
す
。

定
員　

１
２
０
人（
申
込
多
数
の
場
合

選
考
）

申
込
期
限　

10
月
１
日
㈭

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

春
日
市
商
工
展
・
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

春
日
市
商
工
展
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人（
業
者
は
不
可
）

日
時　

11
月
１
日
㈰　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

県
営
春
日
公
園（
原
町
３
ー

１
ー
４
）

出
店
料　

一
組
１
，０
０
０
円

定
員　

50
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

９
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、販
売
品
目（
食

品
不
可
）、搬
入
車
輌
ナ
ン
バ
ー

（
１
台
の
み
、地
域
名
か
ら
記

入
）を
書
い
て
送
る

申
込
･
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商

工
会
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係

（
〒
816
ー
０
８
２
５
伯
玄
町

２
ー
24
）

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

福
岡
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

養
成
科

次
代
の
農
業
を
担
う
、農
業
後
継

者
や
農
業
技
術
者
を
養
成
し
ま
す
。

修
業
年
限　

２
年　

定
員　

50
人（
推
薦
を
含
む
）

▽
推
薦
入
学
試
験（
総
合
コ
ー
ス
を

除
く
）

願
書
受
付
期
間　

９
月
24
日
㈭
〜

10
月
２
日
㈮

試
験
日　

10
月
19
日
㈪

　

▽
一
般
入
学
試
験

願
書
受
付
期
間　

11
月
６
日
㈮
〜

27
日
㈮

試
験
日　

12
月
14
日
㈪

研
修
科

新
規
就
農
を
志
す
人
、就
農
し
て

間
も
な
い
人
を
対
象
と
し
て
短
期
間

の
技
術
習
得
研
修
を
行
い
、農
業
の

担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

研
修
期
間　

６
カ
月
以
上
１
年
以
内

定
員　

10
人
程
度

募
集
期
間　

平
成
22
年
１
月
〜
２
月

（
予
定
）

※　

研
修
は
野
菜
コ
ー
ス
と
花

コ
ー
ス
が
あ
り
、４
月
ま
た
は
８

月
か
ら
始
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校
教
養
部（
〒

818
ー
０
０
０
４
筑
紫
野
市
大
字

吉よ
し
き木
７
６
７
）

（
９
２
５
）９
１
２
９

（
９
２
５
）２
４
１
１

http://w
w
w
.fuknodai.jp/

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

２
０
１
０
年
版
福
岡
県
民
手
帳

　

２
０
１
０
年
版
福
岡
県
民
手
帳
の
購

入
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。在

庫
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
の

で
、早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

価
格

▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判　

９
５
０
円

▽
標
準
判　

５
５
０
円

▽
ポ
ケ
ッ
ト
判　

４
５
０
円

申
込
方
法　

市
地
域
づ
く
り
課（
市
役

所
４
階
）に
あ
る
申
込
書
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
便
で
送
る

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

発
送
時
期　

11
月
予
定

支
払
方
法　

手
帳
の
発
送
後
、同
封
し

て
い
る
振
込
用
紙
で
郵
便
局
か

ら
振
り
込
む

※　

振
込
手
数
料
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
先　

福
岡
県
統
計
協
会

（
６
４
１
）３
５
６
０

（
６
４
３
）３
１
９
２

http://w
w
w
.fukuokatokei.jp

問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
づ
く
り
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

　「食欲の秋」はもう目の前。料理も食事も楽しくなるこれ
からの季節。料理にもエコを取り入れませんか。
買い物をするときは
▷エコバッグを利用し、簡易包装の食材を選ぶ。
　→ごみの削減につながります。
▷魚や野菜は、栄養価が高くておいしい、旬の食材を選ぶ。
→旬の食材は、環境に無理な負担を掛けずに作れます。

料理をするときは
▷米のとぎ汁を皿洗いに利用する。
→水の節約になります。

▷火が通りにくい食材は電子レンジや圧力鍋を活用する。
→光熱費と調理時間の短縮につながります。

▷やかんでお湯を沸かすときは、鍋底からはみ出さないよ
う火力を調整する。
→光熱費の節約につながります。

片付けるときは
▷洗う前に、食器や鍋のひどい汚れを古布やゴムベラでこ
そぎ落とし、少しの汚れであれば水に漬け置きしてから
洗う。
→水の使用量と排水処理の負担を減らします。

▷生ごみは水切りネットに入れて十分に水切りする。可能
であればコンポストによるたい肥化にも挑戦する。
→ごみの削減につながります。

問い合わせ先　環境課　
（584）1111　 （584）1147
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減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
た

め
、女
性
は
早
期
か
ら
自
分
の
骨

の
状
態
を
知
り
、骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。

Ｑ
３　
市
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は

な
ぜ
５
年
ご
と
で
、70
歳
を
超
え

る
と
受
け
ら
れ
な
い
の
？

Ａ
３　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
比
較
的
進

行
が
緩
や
か
で
あ
る
た
め
、国
は

40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５
年
ご
と

の
検
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
　

70
歳
以
上
の
人
は
す
で
に
骨
粗

し
ょ
う
症
の
可
能
性
が
高
い
た

め
、検
診
よ
り
も
主
治
医
の
指
示

の
下
、食
事
や
運
動
、薬
な
ど
で
対

応
し
て
い
く
ほ
う
が
適
切
で
す
。

Ｑ
４　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
は
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

Ａ
４　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
検
査
は
、

骨
密
度
測
定
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

短
時
間
で
苦
痛
を
伴
わ
な
い
安
全

な
検
査
で
す
。

　
　

診
断
に
は
、問
診
も
重
要
な
手

Ｑ
１　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
な
ぜ
恐

い
？

Ａ
１　

骨
量
は
年
を
取
る
ご
と
に
少

し
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。骨
の

も
と
に
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取

が
不
足
し
た
り
、骨
を
造
る
ホ
ル

モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
す

る
と
、骨
の
中
に
空
洞
が
で
き
て

い
き
ま
す
。そ
の
結
果
、骨
が
弱
く

な
り
、ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も

折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
で

一
度
寝
込
ん
で
し
ま
う
と
、自
力

で
歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
、寝

た
き
り
に
な
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
。

Ｑ
２　

市
の
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

は
、な
ぜ
女
性
に
限
ら
れ
て
る

の
？

Ａ
２　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
女
性
に

多
く
み
ら
れ
る
病
気
で
す
。女
性

は
、も
と
も
と
骨
量
が
少
な
い
上

に
、閉
経
に
よ
っ
て
骨
を
造
る
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
急
激
に

骨
粗
し
ょ
う
症
Ｑ
＆
Ａ掛

か
り
と
な
る
た
め
、自
分
の
病

歴
や
生
活
習
慣
な
ど
を
し
っ
か
り

説
明
し
ま
し
ょ
う
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
予
防
が
大
切
！

　

最
近
は
若
い
人
で
も
、運
動
不
足

や
食
事
の
偏
り
の
た
め
に
骨
粗
し
ょ

う
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
、骨
を

強
く
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
食

事
」
・「
運
動
」
・「
日
光
を
浴
び
る
」

の
3
つ
で
す
。骨
を
造
る
の
に
大
切

な
カ
ル
シ
ウ
ム
と
そ
の
吸
収
を
助
け

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
食
品
を

積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
は
、骨

を
刺
激
し
骨
量
の
減
少
を
抑
制
し
ま

す
。さ
ら
に
、外
に
出
て
適
度
に
日
光

を
浴
び
る
こ
と
で
、体
の
中
の
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
3
つ
を
心
掛
け
、骨
を
強
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、加
齢
や
長
年
の
生
活
習
慣
な
ど
に
よ
り
骨
量

が
減
少
し
、骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。「
背
中
が
丸
く
な
っ
た
」

「
背
が
縮
ん
で
き
た
よ
う
だ
」「
腰
が
痛
い
」と
い
う
症
状
が
あ
る
人

は
、骨
粗
し
ょ
う
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
質
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

ファミサポかすが
　ファミリー・サポート・センターかすがでは、おねがい会員のさま
ざまな依頼に応じて、月平均70件ほどの援助活動を行っていま
す。今回は、活動終了後の報告書の中から、活動の様子を紹介
します。　
おねがい会員の声
▷長く利用していますが、仕事をしている人にとって、まかせて会
員さんがそばにいてくれるだけで心強く、安心して仕事がで
きます。これからもこのシステムが続いてほしいし、今後も利
用します。

まかせて会員の声
▷我が子をしかってばかりだったけど、Ａちゃんの笑顔に会えて
私にも少し「やさしさ」が戻ってきたかもしれません。

▷小雨が降っていましたが、長靴を履いていたので水溜りでジャ
ブジャブして遊びました。とても楽しそうでした。
　援助会員（まかせて会員、どっちも会員）の皆さんは、活動を
とおして楽しいひとときを過ごしているようです。
　皆さんも援助会員となって、私たちと一緒に子育てを応援し
ませんか。
　援助会員になるための講習会を次の日程で開催します。
日程　10月19日㈪・20日㈫・22日㈭・26日㈪・28㈬・30日㈮（計
６日間）

受講料　無料
託児　2歳以上・先着10人
申込方法　10月9日㈮までに、電話で申し込む
※　講習内容や時間など、詳しくはチラシや市ホームページに
掲載しています。

　なお、チラシは市役所、ふれあい文化センター、図書館、いきい
きプラザに置いています。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　
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太
おお

田
た

 純
じゅん

也
や

ちゃん（宝町）
平成19年9月20日生

大
おおつか

塚 凛
りん

太
た

郎
ろう

ちゃん（上白水）
平成20年9月22日生

金
かなどう

堂 釉
ゆ め

瞳ちゃん（白水ヶ丘）
平成19年9月22日生

原
はら

田
だ

 瑞
みず

希
き

ちゃん（上白水）
平成19年9月26日生

黒
くろ

田
だ

 恒
ちか

誉
よ

ちゃん（上白水）
平成20年9月30日生

9月後期

11
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
10
月
１
日
㈭（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   8/15現在

◎総人口  109,270人

女 　56,019人

男　 53,251人

◎世帯数  43,859世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲星雲タイムでの「茶道」体験活動

春日西中学校
所在地　一の谷５-４９
（5７２）７３５６　 （5７２）８１３４

　本校は、昭和52年に春日中学校と春日東中学校から分
離して開校しました。現在、生徒数877人、学級数は26学
級です。
　校章は、須玖遺跡から発掘された「星雲鏡」という銅鏡
の模様に由来しています。そこで、本校の生徒を春日西中
学校という星雲に集う星に例え、生徒一人一人の力や可
能性を伸ばしていくという意味を込めて、本校の教育を「星
雲の教育」と呼んでいます。

　本校はコミュニティ・スクールとして、「郷土を愛し、自ら生
きる力を培う生徒の育成」を教育目標に掲げており、今年
度の重点目標「学校が好きになり、地域に貢献できる生徒
の育成」の達成を目指し、地域に根ざした教育活動に取り
組んでいるところです。
　具体的には、ボランティア活動に取り組む生徒の延べ
人数目標を年間２，０００人とし、生徒会ボランティア隊や部
活動生徒を中心に、「春日市クリーン作戦」への参加や地
域の夏祭りへの協力・参加をはじめとして、さまざまな地域
ボランティアへの積極的参加を推進しています。
　また、学力と体力の向上にも力を入れ、総合的な学習の
時間では、「星雲タイム」という保護者参加型の授業を設
け、休日には「星雲スポーツ塾（部活動セミナー）」などを通
して、地域や学生のボランティアを積極的に活用していま
す。夏の中体連では各部とも好成績を収め、合計14もの
優勝旗を獲得することができました。
　創立以来33年目を迎え、「星雲の教育」のさらなる飛躍
を目指していきたいと思います。今後も皆さんのご支援とご
協力をお願いします。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。



　今月は私の誕生月。まもなく28歳となり、い
よいよ三十路のカウントダウンが聞こえ始めた
気がします。思えば成人を迎えてからの月日の
流れは速いものでした。その流れの中で経験
したさまざまなこと、そして多くの人との出会い
は私を成長させ、これからも私の支えとなって
くれることでしょう。
　ところで日本では、成人年齢の引き下げの
動きが始まっているようです。「18歳から成人
が妥当」、「18歳はまだまだ未熟」。大人たちか
ら多くの賛否両論が巻き起こっていますが、
成人になるということは、現在の法律上では選
挙権が与えられ、飲酒や喫煙も認められ、さま
ざまな権利を自らの判断で行使できることにな
ります。
　「18歳成人」となることに対して、その対象と
なる今の子どもたちはどのように考えているの
でしょうか。少なくとも当時の私ではその善し
悪しの判断はできなかったと思います。 ユ

甕
かめかん

棺に副葬された
銅剣

　これは須玖岡本遺跡（岡本７丁目）で発見された、弥生時代中期ごろ（今か

ら約2,100年前）の甕棺に副葬されていた銅剣です。

　須玖岡本遺跡には100基以上の甕棺墓が

つくられており、高い比率で副葬品が納めら

れていることから、そこらは有力者層の墓地と

考えられています。

　この甕棺に埋葬された人物は、当時形成さ

れつつあった奴
な こ く

国の中心的な人物であった

のかもしれません。

（奴国の丘歴史資料館）
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